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第
二
回
市
議
会
定
例
会
は
、

六
月
七
日
か
ら
六
月
二
十
一
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
初
日
に
、
大

垣
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
を
先
議
し
、

平
成
二
十
二
年
度
大
垣
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
初
日
に
上
程
さ
れ
た

平
成
二
十
二
年
度
大
垣
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
な

ど
予
算
関
係
三
議
案
、
大
垣
市

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
条

例
の
制
定
な
ど
条
例
関
係
七
議

案
、
そ
の
他
八
議
案
の
計
十
八

議
案
と
、
最
終
日
に
議
員
提
出

議
案
と
し
て
出
さ
れ
た
意
見
書

二
議
案
の
計
二
十
議
案
を
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
後
、
大
垣
市
副
市
長

の
選
任
に
つ
い
て
の
一
議
案
を

追
加
上
程
同
意
し
、
閉
会
し
ま

し
た
。

○
予
算
関
係

一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
で
は
、
国
の
平
成
二
十
二

年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
経

済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予

備
費
一
兆
円
に
つ
い
て
、
公
立

学
校
施
設
の
耐
震
化
等
へ
の
活

用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
学
校
耐
震
化
整
備
計
画

に
基
づ
く
耐
震
化
工
事
を
、
夏

休
み
期
間
を
活
用
し
て
実
施
す

る
た
め
、
教
育
費
の
小
学
校
費

で
北
小
学
校
北
舎
、
小
野
小
学

校
南
舎
の
耐
震
補
強
事
業
費
二

億
七
千
四
百
万
円
を
、
幼
稚
園

費
で
小
野
幼
稚
園
耐
震
補
強
事

業
費
二
千
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
計

上
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

市
民
活
動
費
で
は
、
市
内
を
中

心
に
活
動
し
て
い
る
大
垣
麋
城

太
鼓
の
太
鼓
購
入
等
に
つ
い

て
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

に
採
択
さ
れ
た
の
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
補
助
金
二
百
五
十

万
円
を
計
上
。

　

農
林
水
産
業
費
の
農
業
費
で

は
、
農
地
経
営
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
利
用
権
設
定
の
一
括

調
整
を
行
う
団
体
に
対
す
る
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
補
助

金
百
万
円
を
計
上
。

　

ま
た
、
北
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
改
築
事
業
で
は
、
施
設
・

設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平

成
二
十
三
年
度
の
債
務
負
担
行

為
限
度
額
一
億
六
千
五
百
万
円

を
増
額
し
、
八
億
千
四
十
万
円

と
し
た
。

特
別
会
計
補
正
予
算

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
で

は
、
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
伴
う
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム

改
修
負
担
金
千
三
百
五
十
万
円

を
計
上
。

企
業
会
計
補
正
予
算

　

病
院
事
業
会
計
で
は
、
平
成

二
十
年
四
月
に
発
生
し
た
医
療

事
故
の
和
解
を
成
立
さ
せ
る
た

め
、
賠
償
金
五
千
五
百
万
円
を

計
上
。

○
条
例
関
係

◇
大
垣
市
子
育
て
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
事
業
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
大
垣
市
子

育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
地
区
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
域
住
民
の
自
主
性
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
社
会
教
育

の
推
進
等
を
図
る
た
め
、
中
川

地
区
セ
ン
タ
ー
及
び
青
墓
地
区

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の
。

◇
大
垣
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
育
児
休
業
の
対
象
者
の
範

囲
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

◇
大
垣
市
税
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率
を
引

き
上
げ
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

◇
大
垣
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等

の
移
転
に
伴
い
、
所
在
地
の
変
更

な
ど
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
大
垣
市
公
民
館
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

北
部
公
民
館
等
を
廃
止
し
、

施
設
を
地
区
セ
ン
タ
ー
等
、
よ

り
幅
広
い
用
途
に
利
用
す
る
た

め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◇
大
垣
市
地
区
計
画
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
等
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

新
た
な
地
区
計
画
区
域
に
か

か
る
建
築
物
の
用
途
を
制
限
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

○
人
事
案
件

　

初
日
に
、
大
垣
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
和
田

知
則
氏
（
再
任
、
中
川
町
二
）

を
選
任
、
人
権
擁
護
委
員
に

森　

淳
子
氏
（
再
任
、
赤
坂

町
）、
出
崎
恭
子
氏
（
再
任
、
三

塚
町
）、
宮
田
政
明
氏
（
再
任
、

赤
坂
町
）、
野
村
侑
司
氏
（
新

任
、
桐
ヶ
崎
町
）、
打
江
壽
雄
氏

（
新
任
、
林
町
七
）
の
推
薦
に

同
意
。
ま
た
最
終
日
に
、
大
垣

市
副
市
長
に
、
広
瀬
幹
雄
氏

（
前
企
画
部
長
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
。

○
そ
の
他

◇
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

 

（
五
件
）

◇
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ

い
て 

（
一
件
）

◇
市
道
路
線
の
認
定
及
び
市
道

路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

 

（
二
件
）

◇
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

 

（
二
件
）

◇
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て 

（
一
件
）
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六
月
七
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

（
提
案
説
明
）

　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
日
本

　
　
　
　
　

一
対
策
委
員
会

　
　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

十
四
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

（
一
般
質
問
）

　

十
六
日　

子
育
て
支
援
日
本

　
　
　
　
　

一
対
策
委
員
会

　
　
　
　
　

市
民
病
院
に
関
す

る
委
員
会

　

十
七
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　
　
　

経
済
産
業
委
員
会

　

十
八
日　

文
教
厚
生
委
員
会

企
画
総
務
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員
会

二
十
一
日　

議
会
運
営
委
員
会

本
会
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質
問　

公
民
館
運
営
審
議
会
、

社
会
教
育
委
員
の
会
が
非
公
開

で
開
催
さ
れ
、
政
策
形
成
過
程

が
不
透
明
な
ま
ま
、
市
は
二
十

八
年
間
社
会
教
育
の
中
心
で

あ
っ
た
公
民
館
廃
止
を
決
定
し

た
。
利
用
者
へ
の
説
明
も
不
十

分
で
あ
り
、
本
市
の
生
涯
学
習

が
大
き
く
後
退
す
る
の
で
は
。

ま
た
、
南
部
公
民
館
転
用
後
の

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
針
は
。

答
弁　

本
市
に
お
い
て
は
、
地

方
自
治
法
に
規
定
す
る
附
属
機

関
の
ほ
か
、
有
識
者
や
市
民
か

ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

市
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
合
議
制
の
機
関
な
ど
、

現
在
で
七
十
六
の
審
議
会
等
を

設
置
し
て
い
る
。
運
営
に
つ
い

て
は
、
公
平
性
・
透
明
性
を
確

保
す
る
た
め
、
審
議
会
等
の
設

置
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

作
成
し
、
公
募
委
員
の
登
用

や
、
会
議
の
原
則
公
開
、
会
議

録
の
作
成
及
び
公
開
等
に
つ
い

て
の
基
準
を
設
け
て
お
り
、
今

後
と
も
適
正
な
運
営
に
努
め

る
。

　

本
市
の
生
涯
学
習
の
方
針
に

つ
い
て
は
、
社
会
環
境
が
変
化

し
て
い
る
中
、
市
民
の
皆
様
の

学
習
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
高
度

化
し
て
お
り
、
様
々
な
世
代
に

応
じ
た
生
涯
学
習
の
基
盤
整
備

公
民
館
の
廃
止
に
つ
い
て

と
、
一
人
ひ
と
り
に
あ
わ
せ
た

学
習
環
境
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
中
、
講
師
を
広
く

一
般
公
募
し
、
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
か
が
や
き
成
人
学

校
講
座
、
か
が
や
き
市
民
講
座
、

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
か
が
や

き
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
、
き
め
細
や

か
な
学
習
を
展
開
し
て
い
る
。

　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
十
九
年
度
策
定
の
子

育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
構
想

に
基
づ
き
、
南
部
公
民
館
の
後

を
受
け
、
十
月
一
日
の
開
設
を

目
指
し
て
い
る
。

　

子
育
て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
ち
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
ま
ち
」の
実
現
を
目
指
し
、

子
育
て
情
報
を
一
元
化
し
て
提

供
す
る
ほ
か
、
相
談
体
制
を
充

実
し
、
核
家
族
化
に
伴
う
孤
立

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
子
育

て
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、
一
階
に
事
務
室
、
相

談
室
を
設
置
す
る
ほ
か
は
貸
し

出
し
施
設
と
す
る
が
、
子
育
て

関
連
講
座
や
、
調
理
実
習
室
を

活
用
し
た
離
乳
食
講
座
、
親
子

の
交
流
を
図
る
事
業
な
ど
も

行
っ
て
い
く
。

　

開
設
後
に
つ
い
て
は
、
西
濃

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
、
ひ
ま

わ
り
学
園
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

教
育
総
合
研
究
所
等
の
専
門
機

関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な

る
よ
う
事
業
に
取
り
組
み
、
市

民
の
皆
様
が
気
軽
に
訪
れ
て
い

た
だ
け
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に

努
め
て
い
く
。

  
質
問　

公
民
館
の
廃
止
は
教
育

委
員
会
管
轄
の
社
会
教
育
拠
点

施
設
を
な
く
す
こ
と
と
な
り
、

社
会
教
育
の
主
要
な
部
分
が
教

育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
に
移

る
。
こ
れ
で
社
会
教
育
法
が
求

め
る
教
育
委
員
会
の
責
務
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
弁　

大
垣
地
域
に
お
け
る
公

民
館
は
、
生
涯
学
習
や
社
会
教

育
の
必
要
性
の
高
ま
り
の
中

で
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
昭
和

六
十
一
年
に
か
け
て
、
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
で
三
つ
の
公
民
館
を
設

置
し
た
。
そ
の
後
、
市
独
自
の

施
策
と
し
て
地
区
セ
ン
タ
ー
を

整
備
し
、
公
民
館
と
同
様
に
地

区
セ
ン
タ
ー
で
の
社
会
教
育
活

動
の
促
進
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
教
育
委
員
会
で
は
、
地
区

セ
ン
タ
ー
が
社
会
教
育
施
設
で

あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
に
位
置

づ
け
る
こ
と
、
人
的
な
配
置
を

考
慮
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
、

三
館
の
公
民
館
を
転
用
す
る
こ

と
で
、
限
ら
れ
た
施
設
の
有
効

南部公民館公
民
館
廃
止
問
題
に
つ
い
て

活
用
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
、
廃
止
を
決
定
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、

公
民
館
に
お
け
る
講
座
や
サ
ー

ク
ル
活
動
等
を
通
し
て
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
の
生
涯
学
習
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
成
熟

度
も
増
し
て
き
て
い
る
の
で
、

今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
で
継
続
、
発

展
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
社
会
環

境
や
家
庭
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
に
あ
り
、
多
様
化
、
高

度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
た
め
に
も
、
か
が
や
き

ラ
イ
フ
推
進
部
な
ど
の
関
係
部

局
と
教
育
委
員
会
が
綿
密
に
連

携
し
、
本
市
の
社
会
教
育
、
生

涯
学
習
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。

  
質
問　

近
年
、
不
妊
に
悩
む
夫

婦
が
十
組
に
一
組
は
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
不
妊
治
療
に
伴

う
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
、
県
の
助
成
限
度
額
に

上
乗
せ
し
、
市
と
し
て
不
妊
治

療
へ
の
公
費
助
成
を
し
て
は
ど

う
か
。
少
子
化
対
策
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
、
市
の
考
え

を
お
伺
い
す
る
。

北部公民館不
妊
治
療
に
公
費
助
成
を

答
弁　

不
妊
治
療
に
つ
い
て

は
、
長
期
に
わ
た
る
身
体
的
、

精
神
的
な
負
担
に
加
え
、
経
済

的
負
担
の
重
さ
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
国
で
は
、
体
外
受
精
や

顕
微
授
精
の
特
定
不
妊
治
療
に

要
し
た
費
用
に
対
す
る
補
助
を

制
度
化
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

を
受
け
、
県
で
は
特
定
不
妊
治

療
に
つ
い
て
、
所
得
要
件
を
満

た
す
方
を
対
象
に
、
年
度
あ
た

り
一
回
に
つ
き
十
五
万
円
を
限

度
と
し
て
二
回
ま
で
、
通
算
五

年
間
の
助
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
県
の
助

成
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
、
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
し
て
い
る
。
助
成
制
度
へ
の

上
乗
せ
に
つ
い
て
は
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

  
質
問　

災
害
時
に
お
け
る
自
治

会
等
の
対
応
を
記
載
し
た
自
治

会
活
動
の
手
引
き
を
積
極
的
に

活
用
し
、
各
自
治
会
で
弱
者
優

先
の
避
難
者
リ
ス
ト
を
段
階
別

に
作
成
し
て
、
平
常
時
か
ら
自

治
会
間
で
協
議
を
行
い
、
災
害

時
に
は
そ
の
リ
ス
ト
を
元
に
、

避
難
所
内
で
の
避
難
者
の
保
護

が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
指
導
で

き
な
い
か
。

答
弁　

近
い
将
来
に
お
い
て
複

岐阜県不妊相談センター大
垣
市
の
防
災
避
難
対
応

に
つ
い
て

合
型
東
海
地
震
の
発
生
が
危
惧

さ
れ
、
岐
阜
県
で
も
大
き
な
被

害
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
近
年
、
全
国
各
地
に
お
い

て
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
、
本
市
で
も
平
成

十
四
年
七
月
の
台
風
六
号
、
七

号
、
平
成
十
六
年
十
月
の
台
風

二
十
三
号
、
平
成
二
十
年
九
月

の
集
中
豪
雨
の
よ
う
な
大
き
な

災
害
に
再
度
見
舞
わ
れ
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
。

　

今
年
度
、
災
害
時
に
お
け
る

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
自
治
会
活

動
の
手
引
き
の
中
に
掲
載
し
、

全
自
治
会
長
に
配
布
し
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
会
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
垣
市
連

合
自
治
会
連
絡
協
議
会
、
新
任

自
治
会
長
研
修
会
、
地
区
セ
ン

タ
ー
館
長
会
議
で
実
施
し
た
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
基
本
的
な

内
容
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
り
、

災
害
の
形
態
や
各
地
区
の
地
域

性
等
も
考
慮
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
後
も
、
災
害
時
に
お
け
る

対
応
に
つ
い
て
は
、
各
連
合
自

治
会
の
会
議
に
お
い
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
内
容
を
説
明
す
る
と
と

も
に
、
自
主
防
災
計
画
書
の
内

容
を
精
査
、
指
導
す
る
な
ど
、

地
域
で
の
自
主
防
災
体
制
の
確

立
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

 
自主防災訓練

 
質
問　

近
年
、
雨
の
降
り
方
が

長
雨
型
か
ら
集
中
豪
雨
型
に
変

わ
っ
た
。
こ
の
変
化
に
対
応
し

た
防
災
対
策
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
お
け
る
避
難
路
の
予
防

的
な
安
全
確
保
、
屋
外
型
拡
声

機
の
弱
点
を
補
完
す
る
避
難
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
配

備
の
三
点
に
つ
い
て
市
の
見
解

は
。

答
弁　

近
年
、
短
時
間
に
大
量

の
雨
を
降
ら
す
局
地
的
な
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に

各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
、
平
成
二
十
年
九
月
に
襲
っ

た
局
地
的
豪
雨
に
よ
り
、
大
き

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

特
に
中
山
間
地
で
の
土
砂
災

害
や
都
市
部
で
の
河
川
の
氾
濫

な
ど
、
住
民
に
対
す
る
危
険
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
避
難
路
の
確
保
や
住
民

へ
の
情
報
伝
達
は
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
一
年

度
に
は
「
土
砂
災
害
に
お
け
る

避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
、
今
年
度
は
「
水

害
に
お
け
る
避
難
勧
告
等
の
判

断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後

も
、
防
災
対
策
の
見
直
し
を
進

め
大
垣
市
地
域
防
災
計
画
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　

災
害
時
に
お
け
る
避
難
路
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
災
害

発
生
時
に
確
実
に
避
難
で
き
る

よ
う
日
ご
ろ
の
点
検
が
重
要
と

認
識
し
て
お
り
、
倒
木
に
よ
る

避
難
路
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
民
有
地
の
樹
木
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
が

土
砂
災
害
に
備
え
た
安
全

な
避
難
対
策
に
つ
い
て

②

一一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

六
月
十
四
日
に
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
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講
じ
ら
れ
る
の
か
検
討
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
屋
外
拡
声
機
を
補
完

す
る
避
難
情
報
伝
達
に
つ
い
て

は
大
垣
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
（
さ
わ
や
か
み
ま
も
り
ネ
ッ

ト
）の
ほ
か
、
市
、
消
防
及
び
警

察
の
車
両
や
、
報
道
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
広
報
、
自
主
防
災

組
織
を
通
じ
て
口
頭
で
住
民
へ

の
伝
達
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
、

災
害
の
規
模
、時
間
な
ど
、状
況

に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
方
法
を

併
用
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
情
報
関
連
企
業
等
と

連
携
し
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な

ど
を
含
め
、
伝
達
方
法
を
研
究

し
、
市
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

  
質
問　

安
全
か
つ
身
近
な
地
震

対
策
と
し
て
、
設
置
費
用
が
安

価
で
短
期
間
に
設
置
で
き
る
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い
て
、
東

京
都
・
静
岡
市
・
神
戸
市
な
ど

を
参
考
に
補
助
事
業
と
し
て
普

及
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、

住
宅
等
の
建
築
物
の
内
部
に
設

置
す
る
耐
震
性
に
優
れ
た
居
住

可
能
な
箱
で
あ
り
、
大
地
震
時

に
お
い
て
、
建
築
物
自
体
が
倒

壊
し
て
も
、
シ
ェ
ル
タ
ー
に
よ

局地的豪雨被害地
震
対
策
に
つ
い
て

り
人
命
が
守
ら
れ
る
。

　

特
に
、
寝
室
と
し
て
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
避
難
行
動
が

と
り
に
く
い
老
人
や
障
害
の
あ

る
方
の
生
命
を
守
り
、
ま
た
、

食
糧
、
飲
料
水
等
を
備
蓄
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
救
助
活
動
が

始
ま
る
ま
で
の
短
期
間
、
一
時

避
難
場
所
と
し
て
効
果
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
関
係
各
課
と
シ
ェ
ル

タ
ー
の
安
全
性
、
普
及
の
程
度

及
び
施
工
方
法
等
を
十
分
研
究

し
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

防
災
施
策
と
し
て
の
検
討
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

 
質
問　

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
地

域
公
共
交
通
の
基
礎
調
査
の
分

析
を
も
と
に
、
交
通
事
業
者
に

補
助
金
を
出
す
だ
け
で
は
な
い

積
極
的
な
取
り
組
み
を
提
案
す

る
。

　

住
民
の
意
識
改
革
を
図
る
と

と
も
に
、
事
業
者
と
地
域
住

民
、
行
政
の
三
者
に
よ
る
協
議

会
を
設
立
し
、
西
濃
の
中
心
で

あ
る
本
市
の
役
割
を
認
識
し
、

公
共
交
通
の
将
来
を
し
っ
か
り

確
立
さ
れ
た
い
。

答
弁　

市
民
の
日
常
生
活
に
お

け
る
交
通
手
段
の
ほ
か
、
公
共

交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
行
政

支
援
に
対
す
る
意
向
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
大
垣

市
地
域
公
共
交
通
基
礎
調
査
を

実
施
し
た
。

　

十
六
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は
、
自
動
車
運
転
免
許
の
保
有

率
が
七
十
九
％
、
自
家
用
車
の

自
己
保
有
率
が
七
十
二
％
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
自
家
用
車

で
の
移
動
が
困
難
な
方
は
七
％

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て

で
、
主
に
高
校
生
、
大
学
生
及

び
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
を
最
近
一

年
間
に
利
用
し
た
割
合
は
、
養

老
鉄
道
が
十
九
％
、
樽
見
鉄
道

が
九
％
、
路
線
バ
ス
が
三
十
一

％
と
な
っ
て
お
り
、
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、「
公
共

交
通
と
マ
イ
カ
ー
を
組
み
合
わ

せ
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
施
策
を

実
施
す
べ
き
」
と
回
答
さ
れ
た

方
が
四
十
八
％
を
占
め
て
い
る
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
が
減
少
し
、
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
今
後

も
、
今
回
の
調
査
結
果
を
さ
ら

に
分
析
し
、
公
共
交
通
の
維
持

だ
け
で
な
く
、
長
期
的
な
視
野

に
立
っ
て
、
本
市
の
地
域
公
共

交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。

  
質
問　

災
害
に
強
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
を
追
求
す
る
本

市
と
し
て
、
通
学
路
及
び
避
難

経
路
沿
道
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安

全
性
の
確
保
へ
の
取
り
組
み
状

況
は
。
ま
た
、
市
民
の
避
難
所

を
十
分
確
保
し
た
上
で
、
家
族

同
然
と
考
え
る
市
民
も
増
加
し

た
ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い
て
の

養老鉄道「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

基
本
的
な
考
え
方
を
お
尋
ね
す

る
。

答
弁　

通
学
路
及
び
避
難
経
路

沿
道
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
設
置
状

況
調
査
に
つ
い
て
は
、
地
震
対

策
面
か
ら
の
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
特
に
、
設
置
基
準
に

満
た
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い

て
は
、
大
地
震
に
よ
る
倒
壊
の

恐
れ
も
あ
り
、
安
全
な
通
学
路

及
び
避
難
経
路
の
確
保
に
は
有

効
な
情
報
で
あ
る
。
今
後
、
調

査
方
法
、
対
象
路
線
等
の
検
討

を
行
っ
て
い
く
。

　

ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い
て

は
、
ペ
ッ
ト
を
単
な
る
愛
玩
で

な
く
、
家
族
の
一
員
と
し
て
心

の
支
え
と
す
る
人
が
増
え
て
お

り
、
非
常
災
害
時
に
お
い
て

も
、
避
難
住
民
が
避
難
所
に

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
衛
生
面
や
安

全
面
で
の
課
題
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の

飼
育
等
に
つ
い
て
は
、
他
の
避

難
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
定
め
て
い

く
。

  
質
問　

市
は
太
陽
光
発
電
の
自

家
消
費
電
力
の
環
境
価
値
を
、

ブロック塀大
垣
市
に
お
け
る
太
陽
光

発
電
装
置
へ
の
補
助
制
度

に
つ
い
て

一　

時
あ
た
り
二
十
円
で
買
い

kw
取
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
電
力
会
社
で
は
余
剰
電
力

を
四
十
八
円
で
買
い
取
る
制
度

が
で
き
、
一
般
家
庭
で
市
の
事

業
を
実
施
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
。
国
の
温
暖
化
対
策
が
確
立

す
る
ま
で
は
、
他
都
市
の
よ
う

に
発
電
設
備
の
直
接
補
助
に
変

更
し
、
ま
ず
は
設
備
の
普
及
を

図
っ
て
は
。

答
弁　

市
の
太
陽
光
発
電
装
置

へ
の
補
助
事
業
は
、
一
般
家
庭

の
太
陽
光
発
電
設
備
か
ら
発
電

さ
れ
た
電
力
の
う
ち
、
自
家
消

費
電
力
の
環
境
価
値
を
買
い
取

り
補
助
し
、
買
い
取
っ
た
環
境

価
値
を
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
化

し
て
地
元
企
業
な
ど
に
購
入
し

て
い
た
だ
く
制
度
で
、
平
成
二

十
一
年
度
に
環
境
省
の
支
援
を

受
け
て
全
国
十
二
都
市
で
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
者
に
対
し
て
計
量

法
適
合
電
力
メ
ー
タ
ー
の
設
置

補
助
を
行
い
、
一
年
間
の
自
家

消
費
電
力
量
を
計
測
し
、
計
測

し
た
電
力
の
環
境
価
値
を
市
が

購
入
す
る
と
い
う
も
の
で
、
平

成
二
十
一
年
度
に
は
九
十
三
件

の
申
請
が
あ
り
、
本
年
二
月
か

ら
太
陽
光
発
電
設
備
か
ら
の
総

発
電
量
を
計
測
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

一　

時
あ
た
り
二
十
円
で
市

kw

が
買
い
取
っ
た
環
境
価
値
に
つ

い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書

化
し
、
地
元
企
業
な
ど
に
一　
kw

時
あ
た
り
十
円
安
く
購
入
し
て

い
た
だ
き
、
グ
リ
ー
ン
電
力
を

活
用
し
た
製
品
の
開
発
や
二
酸

化
炭
素
削
減
な
ど
地
球
温
暖
化

対
策
の
一
環
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
身
近
に
実
践

で
き
る
手
法
に
よ
り
、
市
民
と

企
業
、
民
間
団
体
な
ど
が
連
携

し
て
地
域
社
会
全
体
で
の
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
の
一
つ
と
し

て
今
年
度
は
推
進
し
て
い
く
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
太
陽
光
や

風
力
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全

量
買
取
制
度
な
ど
、
国
の
政
策

の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

 
太陽光発電装置

③

◆本会議・委員会の会議録がご覧いただけます。
　本紙に掲載された質問・答弁等の詳しい内容については、図
書館、市政情報コーナー、議会事務局などで、会議録をご覧に
なるか、市議会ホームページでもご覧いただけます。
（発行・掲載予定８月下旬）

ホームページは　 大垣市議会 検索
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あなたも本会議を傍聴してみませんか。

※団体で傍聴を希望される方は、事前に議会事務局へご連絡ください。
（議会事務局／電話８１－４１１１ 内線７３４）

傍聴する前に傍
聴人受付簿に住
所、氏名、年齢を
ご記入ください。

・傍聴される方は、直接市庁舎４階の
傍聴席へお越しください。

・傍聴席は、７５席（うち、車いす席４席）

～傍聴者に守っていただくこと～
○議場内の言論に拍手等で可否表明をしない。

○はち巻き、腕章、帽子等を着用しない。

○飲食や喫煙をしない。

○議長の許可なく写真撮影や録音をしない。

○議会の妨害をしない。

○携帯電話の電源は入れない。

市議会定例会開催予定　第１回　３月　第２回　６月　第３回　９月　第４回　１２月
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第
二
回
市
議
会
臨
時
会

請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請
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約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を

審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
審
議

　

平
成
二
十
二
年
七
月
十
三

日
、
第
二
回
市
議
会
臨
時
会
を

開
会
し
、
第
二
回
定
例
会
に
お

い
て
議
決
し
た
平
成
二
十
二
年

度
大
垣
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
よ
り
、
夏
休
み

期
間
を
利
用
し
て
耐
震
化
工
事

を
実
施
す
る
た
め
、
北
小
学
校

北
舎
耐
震
改
修
建
築
工
事
に
か

か
る
「
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
」
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、

文
教
厚
生
委
員
会
で
審
査
の

後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
、
岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
広
瀬
幹
雄
副
市
長
が
当

選
人
と
な
り
ま
し
た
。

意見書
　第二回定例会で可決された意見書は次のとおりです。
　意見書は、国会をはじめ、内閣総理大臣及び関係各大臣に送付し、実現を要望しました。

小規模グループホームの防火体制強化を求める意見書

　今年３月１３日未明に発生した札幌市の認知症グループ

ホームの火災は、入居者７名が亡くなるという大変悲惨

な結果となった。平成１８年には長崎県大村市、平成２１年

には群馬県渋川市で、同様の火災により多くの犠牲者を

出した。

　政府は、平成１８年の長崎県大村市での火災を受け、平

成１９年６月に消防法施行令を一部改正し、認知症グルー

プホームにおける防火体制の強化を図り、平成２１年度か

らは、厚生労働省も小規模福祉施設スプリンクラー整備

事業でスプリンクラーを設置する施設に対し交付金措置

を行うなど、対策を進めてきた。

　しかし、今回札幌で火災が起こった施設はスプリンク

ラー設置基準である２７５㎡以下の施設であり、こうした

小規模施設がこれからも増加する傾向にあることから、

防火体制の強化に向けて以下の点を政府に対し要望す

る。

１．２７５㎡以下の施設も含め、すべてのグループホーム

にスプリンクラーの設置を義務化するとともに、交付

金等による国の支援を拡充すること。

２．小規模グループホームにおける人員配置基準を拡充

するとともに、介護報酬の引き上げを図ること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す

る。

平成２２年６月２１日　大垣市議会

コメの戸別所得補償対策等の見直しを求める意見書

　昨年、国の政権交代で農政も大転換され、本年４月１
日より加入受付が始まった戸別所得補償モデル対策は、
多くの農家の参加を呼びかける余り、要領、運用等が定
められないままの見切り発車となっている。そのため、
農家への加入周知がおくれ、制度、運用面での変更も相
次いでおり、安心して営農できない状況である。
　来年度からの本格実施に向け、生産現場と地域ごとの
事情に配慮し、稚拙な制度にならぬことを求めるととも
に、今年度の制度について、次のとおり改善を求める。

１．食料の自給率向上に努力する農家が報われる制度と
すること
　全国一律の生産費と販売価格による算定方式ではな
く、真に努力している農家が不利にならぬよう、食料
自給率向上に努力する農家が報われ、継続的に営農で
きる制度とすべきである。
２．地域の自主性を尊重すること
　今まで地域ごとに産地づくりとして支援してきた特
産物に対する加算措置がなくなり、産地づくりに取り
組んできた農家の経営を阻害する要因になっている。
税源移譲や地方分権が叫ばれる中、地域の自主性、特
色が尊重される仕組みに見直すべきである。
３．農山村の基盤整備の促進
　行政刷新会議は、先般の事業仕分けにおいて農道整
備事業や森林整備事業を廃止とした。特に従来の土地
改良事業の約６割が削減され、用排水路、農道等が、
担い手、営農組合等に対応できていない状況にあり、
農地の確保や基盤整備、農村のインフラ整備を早期に
実施、促進するべきである。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す
る。

平成２２年６月２１日　大垣市議会

歳　出 
（566億1,000万円） 

 

そ の 他 
5億180万円0.9％ 
 

民 生 費 
177億4,177万円 
31.3％ 
 

土 木 費 
78億2,070万円 
13.8％ 
 

公 債 費 
48億5,310万円 
8.6％ 
 

教 育 費 
78億8,121万円 
13.9％ 
 

総 務 費 
77億3,629万円 
13.7％ 
 

衛 生 費 
39億8,744万円 
7.0％ 
 

商 工 費 
28億9,597万円 
5.1％ 
 

消 防 費 
17億6,421万円3.1％ 
 

農林水産業費 
8億3,997万円1.5％ 
 
 

グ
ラ
フ
で
見
る 

 

平
成
二
十
二
年
度
・一
般
会
計
予
算 

民生費 

107,709円 

 

総務費 

37,966円 

 

衛生費 

24,208円 

 

商工費 

17,581円 

 

その他 

3,047円 

 

農林水産業費 

5,099円 

 

消防費 

10,710円 

 

平成２２年度大垣市一般会計予算（歳出） 

イラストの数字は、 
市民1人当たりの金額 
 

平成２２年度大垣市一般会計予算（歳入） 

歳　入 
（566億1,000万円） 

 

市　　税 
260億円 
45.9％ 
 

地方譲与税 
6億900万円1.1％ 
 

地方特例交付金 
3億3,300万円0.6％ 
 

市　債 
81億3,770万円 
14.4％ 
 

地方消費税交付金 
15億7,000万円2.8％ 
 

その他 
8億1,674万円1.4％ 
 

その他 
3億5,500万円0.6％ 
 

使用料及び手数料 
10億2,510万円1.8％ 
 繰入金 
11億4,454万円2.0％ 
 

分担金及び負担金 
10億2,403万円1.8％ 
 

依
　

存
　

財

　

源  

源 

自 

主 

財 

自主財源　60.5％  
343億1,421万円 

 

依存財源　39.5％ 
222億9,579万円 

 

県支出金 
29億8,397万円5.3％ 
 

国庫支出金 
55億712万円 
9.7％ 
 

地方交付税 
28億円5.0％ 
 

議 会 費3億7,882万円0.7％ 

　労 働 費2億872万円0.4％ 

 

※平成22年3月1日現在の人口164,719人で算出 
　市民1人当たりの予算343,676円 

労働費 

1,267円 

 

議会費 

2,300円 

 

教育費 

47,846円 

 

公債費 

29,463円 

 

総務費 

46,967円 

 土木費 

47,479円 

 

諸収入 
43億380万円7.6％ 
 

 　

大
垣
市
議
会
だ
よ
り
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
議
会
を
身
近
な

も
の
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
議
会
の
活
動
状
況
を
中
心

に
、
定
例
会
ご
と
に
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

委
員
長　

川
上　
　

孝
浩

　

副
委
員
長　

粥
川　

加
奈
子

　

委　
　

員　

日
比
野　

芳
幸

　

委　
　

員　

山
口　
　

和
昭

　

委　
　

員　

野
田　

の
り
お

　

委　
　

員　

丸
山　
　

新
吾

　

委　
　

員　

中
沢　
　

清
子

平
成
二
十
二
年
度

編
集
委
員
の
紹
介

④

功
績
を
た
た
え

　
　
　

永
年
在
職
議
員
表
彰
を
伝
達

　

去
る
六
月
七
日
、
定
例
会
の
開
会
前
に
全
国
市
議
会
議

長
会
の
永
年
在
職
議
員
表
彰
の
伝
達
が
あ
り
、
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

◇
議
員
十
五
年
以
上　
　
　

岩
井　

哲
二　

議
長

丸
山　

新
吾　

議
員

石
川
ま
さ
と　

議
員
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◎ぎふ清流国体（第６７回国民体育大会）
　平成２４年９月２９日～１０月９日
 　水球・サッカー・軟式野球・フェンシング・

柔道・ソフトボール・ビリヤード（デモ）

◎ぎふ清流大会
　（第１２回全国障害者
　　　　スポーツ大会）
　平成２４年１０月１３日～１０月１５日
 　卓球
 サッカー

競技種目
（大垣開催）

競技種目
（大垣開催）

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�


